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1. 合成繊維染色 布を熱加工し たり，家庭で アイｇ ン

掛 けなどをする場合，染 料の昇華堅 牢度 が屡 々問題 にな

る。 そこで今回はポリエステル系繊 維染 色布を対 象とし

て， その染 料昇華の様相を考察ナ ることにし た。 また別

にその成果をサーモソル染 色法の改 善策に役立たせたい

と思 う。

2.　染色法を異にするテ ト ロ ン 布（ 今回は高温染 色

法） を各種材質 の未螢光増白布あ るいはフィ ル ム 数 層

（ 当布）で挾み， これをス コーチテスクーで120 ～220°C

で適宜加熱し た とき，原染色布の昇華退色 と当該当布各

層への染料汚 染（ または染 着）の度 合とを自記色彩 計で

測定し，そ の様相を検討する。

3．（i:  染色布の退色度と当布の汚染度とは加熱 温度

及び時 間に大い に影響 され る。（:ii）当布各層間の汚染 度

の差 は加熱時 間の経過 と共 に，少 なくなる。（iii）昇華性

分 散染料 の当布 への汚染度は， そ の染料 と繊維 との親和

性に関係す る。例えばミ ケトンフ ァスト オレンデGR で

は，そ の汚染度は テトロ ン＞ナイ ロン＞ アセテ ート＞絹

＞ アスベ スト＞綿＞レ ーヨ ン。（iv）汚染度は当布 の織物

組織や糸密度や毛羽 などの状態に影響 され る。（ Ｖ）テ ト

ロ ンフ ィル ム各層へ の染料指数 の状態 を 知 る こ とは，

サーモソル染色機構を うかが う一助 とも なる。 セロフ ァ

ンは汚染度 も 少な く 昇華染料 分子も 殆ん ど 通 過させな

い 。（vi）ア スベスト布を 汚染し た 染料は， こ れ を加熱

するこ とによって逸散 させ るこ とがで きる。こ の機構 は

サーモソル染色法 の一改善 策に なると思 われ る。


